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教室・部門名：視覚機能再生外科学 

 

（A-a）英文著書 

1. Kinoshita S, Ueno M. Cultivated Cells in the Treatment of Cornea 

Diseases. In Colby K, Dana R, eds. Foundations of Corneal Disease. 

Springer Nature Switzerland AG, Switzerland : 215-224, 2020． 

2. Tsubota K， Yokoi N． New developments in dry eye research. 

Foundations of corneal disease. Past, Present and Future. Colby 

K and Dana R, editors．Springer Ltd，Germany : 225-239, 2020. 

3. Yokoi N. TFOD and TFOT Expert Lecture. Paradigm Shift in the 

Clinical Practice for Dry Eye. Medical Review Co., Ltd., Osaka: 

1-48, 2020. 

 

（A-b）和文著書 

1. 外園千恵．全身病に伴う結膜異常．眼科学第 3版．文光堂，東京: pp91-

95，2020． 

2. 糸井素啓．円錐角膜 ペルーシド角膜変性．眼科学第 3 版．文光堂，東

京:pp137-140, 2020． 

3. 外園千恵．羊膜バンク．眼科学第 3 版．文光堂，東京:pp1612-1613, 2020． 

4. 外園千恵．感染性角結膜炎．今日の治療指針 私はこう治療している．

医学書院，東京:pp 1549-1551, 2020． 

5. 外園千恵. 角膜混濁. 今日の小児治療指針. 第 17 版. 医学書院，東

京:pp 833-834，2020. 

6. 鈴木 智．5-F. 涙液層の検査, 涙の検査, 角膜知覚検査．みんなの眼

科検査メモ．南江堂，東京: pp50-62, 2020． 

7. 鈴木 智． 5-G.マイボグラフィー．みんなの眼科検査メモ．南江堂，東

京:pp 62, 2020． 

8. 柏井瑛美，福岡秀記．Acute Lacrimal Gland Ductulitis．細隙灯スキル

アップ. メジカルビュー社，東京:pp1115-1116, 2020． 

9. 小泉範子，奥村直毅．角膜内皮再生医療．Precision Medicine. 北隆館，

埼玉：pp1-4， 2020． 

10. 伴由利子．撮影技術  眼底検査． 図解 診療放射線技術実践ガイド．

文光堂，東京:pp434-437, 2020． 



11. 永田健児．サルコイドーシス．眼病理アトラス．総合医学社,東京: pp124-

125, 2020． 

12. 稗田 牧．3.診療編 白内障手術後/水疱性角膜症．眼科診療ビジュアル

ラーニング 水晶体と屈折. 中山書店，東京：pp263-265， 2020． 

13. 稗田 牧．24.眼疾患 屈折異常．今日の小児治療指針．第 17版. 医学

書院，東京:pp826-827，2020． 

14. 沼 幸作，小泉範子．白内障術前に発見された角膜内皮異常．眼科鑑別

診断実力アップ Q＆A．南江堂，東京:pp 68-70, 2020． 

15. 横井則彦. 結膜弛緩症手術（３分割切除法<横井法>）. ｢超入門｣ 改訂

版 眼科手術基本術式 51 WEB 動画とシェーマでまるごと理解（日下俊

次監 江口 洋、野本裕貴編）. メディカ出版,大阪：pp44-52, 2020. 

16. 横井則彦. TFOD and TFOT Expert Lecture. ドライアイ診療のパラダイ

ムシフト. メディカルレビュー社,大阪:pp1-48, 2020. 

17. 横井則彦. 結膜下出血. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合

医学社, 東京:pp4-5, 2020. 

18. 新開陽一郎, 外園千恵．1.結膜 1)結膜の所見(7)結膜膿瘍.前眼部アト

ラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合医学社, 東京:pp14-15, 2020. 

19. 渡辺彰英．眼窩脂肪ヘルニア.前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 

総合医学社, 東京:pp16-17, 2020. 

20. 新開陽一郎．1.結膜 2)感染症(6)バックル感染. 前眼部アトラス.大鹿

哲郎，外園千恵 編. 総合医学社, 東京:pp 35, 2020． 

21. 上田真由美.アトピー性角結膜炎. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 

編. 総合医学社, 東京:pp46-47, 2020． 

22. 上田真由美．スティーブンス・ジョンソン症候群. 前眼部アトラス.大鹿

哲郎，外園千恵 編. 総合医学社, 東京:pp 48-49, 2020． 

23. 駒井清太郎，外園千恵．眼類天疱瘡. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千

恵 編. 総合医学社, 東京:pp 50-51，2020． 

24. 加藤弘明. 結膜弛緩症. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合

医学社, 東京:pp 58, 2020． 

25. 加藤弘明. 結膜結石. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合医

学社, 東京:pp59, 2020． 

26. 中井浩子，外園千恵．乳頭腫．前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 

総合医学社, 東京:pp60-61, 2020． 

27. 中井浩子，外園千恵．結膜上皮内新生物、扁平上皮癌．前眼部アトラス.

大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合医学社, 東京:pp62-63,2020． 

28. 加藤弘明. 嚢胞・嚢胞様病変. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 



総合医学社, 東京:pp68-71，総合医学社，2020． 

29. 米田亜規子．1.結膜 5) 腫瘍性疾患(5)リンパ増殖性疾患 ①反応性リン

パ過形成 ②悪性リンパ腫. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 

総合医学社, 東京:pp72-75, 2020． 

30. 張 佑子. マイラゲル. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合

医学社, 東京:pp87,2020． 

31. 張 佑子. 頸動脈海綿静脈洞瘻. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 

編. 総合医学社, 東京:pp88-89, 2020． 

32. 駒井清太郎，外園千恵．角膜浸潤. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 

編. 総合医学社, 東京:pp108-109，2020． 

33. 駒井清太郎，外園千恵．角膜浮腫. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 

編. 総合医学社, 東京:pp110-111, 2020． 

34. 池田敏英. サイトメガロウイルス角膜内皮炎(CMV角膜内皮炎). 前眼部

アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合医学社, 東京:pp158-159, 2020． 

35. 稗田 牧. TGFβI角膜ジストロフィ. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園

千恵 編. 総合医学社, 東京:pp192-195, 2020． 

36. 糸井素啓．球状角膜. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合医

学社, 東京:pp218-219, 2020． 

37. 鈴木 智．周辺部角膜浸潤. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 

総合医学社, 東京:pp230，2020． 

38. 鈴木 智．角膜フリクテン．前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総

合医学社, 東京:pp231, 2020． 

39. 中司美奈．高ガンマグロブリン症．前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 

編. 総合医学社, 東京:pp236，2020． 

40. 中司美奈．甲状腺眼症．前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合

医学社, 東京:pp238-239, 2020． 

41. 原田康平. 角膜染血症. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合

医学社, 東京:pp252-253, 2020． 

42. 出口英人．角膜異物. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総合医

学社, 東京:pp 258-259, 2020． 

43. 出口英人．ミュンヒハウゼン症候群. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千

恵 編. 総合医学社, 東京:pp264-265, 2020． 

44. 稗田 牧. 角膜内リング. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 総

合医学社, 東京:pp272-273, 2020． 

45. 稗田 牧. 屈折矯正術後の感染. 前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 

編. 総合医学社, 東京:pp286-2787, 2020． 



46. 駒井清太郎，外園千恵．角膜移植片拒絶反応．前眼部アトラス.大鹿哲郎，

外園千恵 編. 総合医学社, 東京:pp288，総合医学社，2020． 

47. 井村泰輔，外園千恵．移植後角膜感染．前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園

千恵 編. 総合医学社, 東京:pp289，総合医学社，2020． 

48. 松田 彰，池田陽子．虹彩萎縮．前眼部アトラス.大鹿哲郎，外園千恵 編. 

総合医学社, 東京:pp320-322，総合医学社，2020. 

49. 福岡秀記, 外園千恵,執筆協力: 谷岡秀敏. 眼類天疱瘡.眼病理アトラ

ス．後藤 浩，小幡博人編. 総合医学社, 東京:pp88-89, 2020． 

50. 上田真由美.スティーブンス・ジョンソン症候群. 眼病理アトラス．後藤 

浩，小幡博人編. 総合医学社, 東京:pp90-91, 2020． 

51. 稲冨 勉. 膠様滴状角膜ジストロフィ. 眼病理アトラス．後藤 浩，小

幡博人編. 総合医学社, 東京:pp110-111, 2020． 

52. 永田健児. サルコイドーシス. 眼病理アトラス．後藤 浩，小幡博人編. 

総合医学社, 東京:pp124-125, 2020． 

53. 上田幸典. リンパ管腫. 眼病理アトラス．後藤 浩，小幡博人編. 総合

医学社, 東京:pp192-193，2020． 

 

（B-a）英文総説 

1. Sotozono C，Inatomi T，Nakamura T, Ueta M, Imai K，Fukuoka H, Komai 

S, Ishida G, Kitazawa K, Yokoi N, Koizumi N, Kimura Y, Go M, 

Fukushima M, Kinoshita S. Oral Mucosal Epithelial Transplantation 

and Limbal-Rigid Contact Lens: A Therapeutic Modality for the 

Treatment of Severe Ocular Surface Disorders. Cornea 39(Suppl 1): 

S19-27，2020． 

2. Kitazawa K，Sotozono C，Kinoshita S．Incidence and management of 

cystoid macular edema after corneal transplantation. Curr 

Ophthalmol Rep 8: 201-207 2020． 

3. Soh YQ，Kocaba V, Weiss JS，Jurkunas UV，Kinoshita S，Aldave AJ， 

Mehta JS．Corneal dystrophies．Nat Rev Dis Primers．6(1): 46，2020． 

    

 

（B-b）和文総説 

1. 高橋実花，福岡秀記．DSAEK後の眼内上皮増殖．あたらしい眼科．37(3): 

299-300，2020． 

2. 青木崇倫，横井則彦．写真セミナー431. 画像鮮明化装置 LISr-101 の

眼科手術動画への応用．あたらしい眼科．37(4): 443-444，2020． 



3. 稗田 牧．特集: 近視進行予防の国際スタンダード 1.低濃度アトロピ

ン 近視進行予防の治療．あたらしい眼科．37(5): 519-523，2020． 

4. 小林 瞳，福岡秀記．非典型的な部位に発生した眼窩脂肪ヘルニア．あ

たらしい眼科．37(5): 589-590，2020． 

5. 馬嶋一如，横井則彦．重症涙液減少型ドライアイに合併した上皮型角膜

ヘルペスの治療．あたらしい眼科．37(6): 707-708，2020． 

6. 北澤耕司．基礎研究コラム. 細胞死と細胞競合．あたらしい眼科．37(6): 

723，2020． 

7. 横井則彦．ジクアホソルナトリウム点眼液とレバミピド点眼液の効果的

な使い分方と使い分け．特集: ドライアイ診療：ガイドラインを越えて．

あたらしい眼科．37(6): 657-665，2020． 

8. 柴田 学，横井則彦．ステロイド内服治療が奏功した壊死性角膜炎．あ

たらしい眼科．37(7): 839-840，2020． 

9. 糸井素啓．屈折矯正手術：円錐角膜診断における placido 型角膜形状解

析装置の役割．あたらしい眼科．37(9): 1121-1122，2020． 

10.伊部友洋，福岡秀記．角膜入墨術後長期経過した症例．あたらしい眼科. 

写真セミナー．37(10): 1265-1266，メジカルビュー社，2020． 

11.糸井素啓．円錐角膜に対する各種多段カーブハードコンタクトレンズの

選択．あたらしい眼科．37(11): 1375-1380，2020． 

12.千森瑛子，横井則彦．写真セミナー438. 角膜に侵入した結膜内に形成

された封入嚢胞が疑われる病変．あたらしい眼科．37(11): 1417-1418，

2020． 

13.木下 茂．屈折矯正に関わる話題, 序説．あたらしい眼科．37(12): 1465-

1466，2020． 

14.稗田 牧．特集: 屈折矯正に関する話題 近視の外科的治療．あたらし

い眼科．37(12): 1497-1501，2020． 

15.沼 幸作．角膜内皮疾患のスペキュラーマイクロスコピーによる評価に

ついて教えてください. あたらしい眼科 臨時増刊号 眼科イメージン

グ 2020Q＆A．37(臨時増刊号): 26-29，2020． 

16.三重野洋喜，森 和彦．悪性緑内障の前眼部画像解析の所見を教えてく

ださい．あたらしい眼科．37(臨時増刊号): 297-300，2020． 

17.鈴木 智．マイボーム腺と角膜．眼科．62(8): 775-780，2020． 

18.小嶋健太郎．網膜橋渡し研究アップデート 10．医療機器（網膜補綴物）．

眼科．62(9): 875-878，2020． 

19.大山泰司，渡辺彰英．眼瞼裂傷(涙小管断裂を含めて)．眼科 2020 年 10

月臨時増刊号．62(11): 1031-1035，2020. 



20.丸山悠子，森 和彦．高齢者における緑内障手術の選択．眼科．62(6): 

579-586， 2020． 

21.福岡秀記．すべて見せます！患者説明同意書マニュアル 2020 臨床眼科

増刊号．74(11): 104-105，2020． 

22.永田健児．硝子体手術ーぶどう膜炎．臨床眼科増刊号．74(11): 242-244，

2020． 

23.中山知倫，渡辺彰英．すべて見せます！ 患者説明・同意書マニュアル 

2 涙道 涙囊鼻腔吻合術 鼻外法．臨床眼科．74(11): 41-43，2020． 

24.外園千恵．COVID-19と眼科．日本の眼科．91(12): 20-21，2020． 

25.稗田 牧．特集 円錐角膜治療の術後評価 熱形成とフェムトセカンド

レーザーを用いた角膜移植の術後視機能．眼科手術．33(2): 519-523, 

2020． 

26.稗田 牧．屈折矯正手術トラブルシューティング レーザーフラップの

合併症 角膜屈折矯正手術の合併症と対処法．眼科手術．33(3): 388-390, 

2020． 

27.奥村直毅．緑内障手術と角膜内皮細胞減少．日本眼科手術学会誌 眼科

手術. 33(3): 396-400, 2020． 

28.山中行人，渡辺彰英．眼科手術の適応を考える「眼形成手術の適応」．

OCULISTA．82(1): 65-73，2020． 

29.北澤耕司．「眼科鑑別疾患の勘どころ」角膜内皮障害の鑑別．OCULISTA．

84(3): 53-59，2020． 

30.張 佑子，稗田 牧．特集: よくわかる屈折矯正手術 屈折異常と屈折

矯正手術．OCULISTA．85(4): 1-9，2020． 

31.山中行人．さあどうする！ 眼外傷の緊急処置手術 「眼窩疾患」．眼科グ

ラフィック．9(1): 97-102，2020． 

32.稗田 牧．特集 円錐角膜の進歩 円錐角膜の進行抑制法 進行の評価 

クロスリンキング．眼科グラフィックス．(3): 290-297，2020． 

33.稗田 牧．近視進行予防治療のアップデート．視覚の科学．41(2): 27-

31，2020． 

34.稗田 牧. 知っておくべき知識 Femtosecond laser assisted cataract 

surgery(FLACS)の概要．IOL&RS．34(3): 355-360，2020． 

35.稗田 牧．近視進行抑制についての最新情報．IOL&RS．34(4): 617-621，

2020． 

36.北澤耕司．角膜上皮幹細胞疲弊症治療へのダイレクトリプログラミング

の応用．ダイレクトリプログラミング再生医療の新展開. 119-128，2020． 

37.草田夏樹，加藤弘明．角膜センシングとドライアイ．京都府立医科大学



雑誌．129(10): 699-708，2020． 

38.上田真由美．眼アレルギーにおける結膜上皮細胞の免疫学的動態．アレ

ルギー性眼疾患  update 6 月刊アレルギーの臨床  (Allergy in 
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染症の発症拝啓と起炎菌、予後に関する検討. 日眼会誌. 124(6): 484-

493，2020． 

4. 鎌田さや花，稗田 牧，中井義典，中村 葉，池田敏英，外園千恵．磁

気共鳴画像法を用いた後天内斜視患者の眼窩開き角の比較．日眼会誌．

124(7): 555-563，2020． 

5. 水野暢人，福岡秀記，草田夏樹，外園千恵．難治なカルシウム沈着をき

たした Stevens-Johnson 症候群の 1 例．あたらしい眼科．37(5): 627-

630，2020． 

6. 塚本倫子，上野盛夫，外園千恵．既知の誘因なく両眼同時発症した急性

原発閉塞緑内障．あたらしい眼科．37(7): 878-882，2020． 

7. 清水美穂，池田陽子，森 和彦，今泉寛子，吉井健悟，上野盛夫，木下 

茂，外園千恵．0.002％オミデネパグイソプロピル点眼液（エイベリス）

の短期眼圧下降効果と安全性の検討．あたらしい眼科．37(8): 108，2020． 

8. 多田香織，池田陽子，上野盛夫，森 和彦，木下 茂，外園千恵．正常

眼圧緑内障におけるプロスタグランジン関連薬単剤からカルテオロー

ル塩酸塩・ラタノプロスト配合点眼液への切り替えにおける眼圧下降効

果と安全性の検討．あたらしい眼科．37(8): 980-983，2020． 

9. 福澤憲司，吉川大和，福岡秀記，永田健児，外園千恵．有水晶体眼の肺

炎球菌性角膜炎が眼内に波及した 1例．あたらしい眼科．37(9): 1157-

1160，2020． 

10. 清水美穂，池田陽子，森 和彦，今泉寛子，吉井健悟，上野盛夫，木下 

茂，外園千恵．広義原発開放隅角緑内障における眼圧季節変動の地域差

の検討．あたらしい眼科．37(10): 1315-1318，2020． 

11. 奥村峻大，向井規子，堀切智子，脇舛耕一，松本佳保里，吉川大和，田



尻健介，池田恒彦，外園千恵. DSAEK 術後接着不良による摘出移植編の

組織染色で内皮細胞携帯を観察できた 1 例．あたらしい眼科．37(12): 

1555-1558，2020． 

12. 鎌田さや花，吉田麻里子，小西幸代，吉村尚子，外園千恵．ロービジョ

ン外来での視覚補助具の貸し出しと試用の重要性．日本ロービジョン学

会誌．20: 68-72，2020． 

13. 永田健児．感染病因論から見た眼サルコイドーシスの病態解明．日本眼

炎症学会誌．22: 13-19，2020． 

14. 小山達夫，福岡秀記，上野盛夫，稗田 牧，小室 青，山崎俊秀，木下 

茂，外園千恵．フェムトセカンドレーザーとマニュアル法による白内障

手術術後屈折誤差の比較．臨床眼科．74(9): 1160-1164，2020． 

15. 谷岡秀敏，平尾保子．抗有アレルギー点眼薬「アレジオン®ＬＸ点眼薬

0.1％」．眼薬理．34: 47-54，2020． 

16. 糸井素啓，稗田 牧，手良向聡，木下 茂，外園千恵．Placido 型角膜

形状解析装置から得られる円錐角膜診断指標の比較．視覚の科学．

41(2): 19-24，2020． 

17. 松本佳保里，福岡秀記，上田真由美，稲富 勉，横井則彦，木下 茂，

外園千恵．治療用ソフトコンタクトレンズの適応に関する考察．日コレ

誌．62(2): 61-65，2020． 

 

（D）学会発表 

国際学会：１）特別講演、招聘講演、教育講演 

Ⅰ） 特別講演、教育講演等 

1. Kinoshita S. Present Status of Corneal Endothelial Cell 

Injection Therapy. Genetics and Basic Research. 7th Fuchs 

symposium，West Palm Beach, 2020 Jan 11; USA. 

2. Mori K. Glaucoma treatment for corneal diseases- incl. post-

keratoplasty glaucoma. NUHS Residents Teaching Session， 

2020 Jan 14; Singapore, Singapore. 

3. Mori K. Goniosurgery with Double Mirror Gonio Lens. National 

Continuing Medical Education for Ophthalmology, NUHS. 2020 

Jan 15; Singapore, Singapore. 

4. Yokoi N. Understanding the tear film oriented diagnosis & 

therapy. Plenary session. Jakarta Eye Center International 

Meeting（JECIM）. 2020 Feb 07; Jakarta, Indonesia.  

5. Yokoi N. Classification of breakup patterns: A novel method 



of dry eye diagnosis and management of dry eye disease. Dry 

eye symposium: Novelty in diagnosis. Jakarta Eye Center 

International Meeting（JECIM），2020 Feb 07; Jakarta, 

Indonesia. 

6. Kinoshita S. Rising Concern on Antibiotic Resistance and the 

Promise of Higher Concentration Levofloxacin. All India 

Institutional of Medical Science Institutional Meeting 

(AIIMS). 2020 Feb 22; Delhi, India. 

7. Kinoshita S. The Promise of Higher Concentration 

Levofloxacin. Ocular Infection Advisory Board Meeting，2020 

Feb 23; Delhi, India. 

8. Kinoshita S. How International experts in ophthalmology are 

fighting Corona: lessons learnt. All India Ophthalmological 

Society (AIOS). 2020 Apr 29; International Web.  

9. Yokoi N. Decreased wettability dry eye: The new important 

dry eye subtype in the dry eye classification proposed by 

ADES. Asia Dry Eye Society (ADES) Educational Session. 2020 

Nov 28; Web. 

 

教育講演 

1. 木下 茂. 目の臓器・組織移植そして再生医療、国民の目を守る取

り組み.第 74回日本臨床眼科学会市民公開講座, 2020; Web. 

2. 外園千恵.  2020年度九州ブロック眼科講習会「皮膚粘膜症候群と

眼」，第 90回九州眼科学会, 2020; 北九州. 

3. 稗田 牧. 角膜屈折矯正手術と有水晶体眼内レンズ（後房型）の合

併症，第 74回日本臨床眼科学会・日本眼科学会屈折矯正手術講習会, 

2020; Web. 

 

 

A国際学会 : ２）シンポジウム、教育セミナー、 インストラクションコース

など 

1. Inatomi T. Evolution of cultivated epithelial transplanatation inｌ

clinical practice. Faculty of Medicine, Chulalongkorn University & 

Faculty of Medicine, Kyoto Prefectural University of Medicine Joint 

Meeting Regenerative Medicine in Ophthalmology. 2020 Jan 17; 

Bangkok, Thailand.  



2. Sotozono C. Cultured oral mucosal epithelial transplantation for 

severe ocular surface disorders. Faculty of Medicine, Chulalongkorn 

University & Faculty of Medicine, Kyoto Prefectural University of 

Medicine Joint Meeting Regenerative Medicine in Ophthalmology. 2020 

Jan 17; Bangkok, Thailand.  

3. Kinoshita S. The Present Status of Cultured Human Corneal 

Endothelial Cell Therapy. Faculty of Medicine, Chulalongkorn 

University & Faculty of Medicine, Kyoto Prefectural University of 

Medicine Joint Meeting Regenerative Medicine in Ophthalmology. 2020 

Jan 17; Bangkok, Thailand. 

4. Imai K. Research and development of the regenerative medicine in 

Japan. Faculty of Medicine, Chulalongkorn University & Faculty of 

Medicine, Kyoto Prefectural University of Medicine Joint Meeting 

Regenerative Medicine in Ophthalmology. 2020 Jan 17; Bangkok, 

Thailand.  

5. Kinoshita S. Welcome lecture: The history and concept of 

translational research on ocular surface diseases. The 5th 

International Stevens-Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; 

Kyoto. 

6. Inatomi T. Ocular Surface Diseases 2: Ocular surface reconstruction 

for ocular surface diseases. The 5th International Stevens-Johnson 

Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; Kyoto. 

7. Sotozono C. Stevens-Johnson Syndrome 1: Causative drug and Ocular 

complications of Stevens-Johnson Syndrome in Japan. The 5th 

International Stevens-Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; 

Kyoto. 

8. Watanabe A. Stevens-Johnson Syndrome 2: Ocular Plastic treatment 

for Stevens-Johnson Syndrome. The 5th International Stevens-Johnson 

Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; Kyoto. 

9. Mieno H. Stevens-Johnson Syndrome 3: Prognosis of corticosteroid 

pulse therapy and early opthalmological intervention for ocular 

disorder in SJS/TEN cases. The 5th International Stevens-Johnson 

Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; Kyoto. 

10. Sotozono C. Lunchon Seminar: Overview of treatments for visual 

disturbance of Stevens-Johnson Syndrome. The 5th International 

Stevens-Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; Kyoto. 



11. Ueta M. Lunchon Seminar: Pathogenesis of Stevens-Johnson Syndrome 

with severe ocular complications. The 5th International Stevens-

Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-09; Kyoto. 

12. Ueta M. Farewell Lecture: Results of international collaboration 

for Stevens-Johnson Syndrome with Severe Ocular Complications. The 

5th International Stevens-Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08-

09; Kyoto. 

13. Yokoi N. Advancement and innovation in dry eye treatment. Patient-

centric treatment for dry eye disease. Diquafosol sodium eye drops: 

A novel 'layer-by-layer' approach to dry eye therapy Santen Lunch 

Symposium Jakarta eye center international meeting (JECIM). 2020 

Feb 08; Jakarta, Indonesia.  

14. Kinoshita S. The Promise of Higher Concentration Levofloxacin. 

Oftaquix Evening Symposium. 2020 Feb 22; Delhi, India. 

15. Yokoi N. Decreased wettability dry eye: The new important concept 

in tear film oriented diagnosis and therapy for dry eye. EyeTV 

Ophthalmic instruction without borders. Episode 1: Santen dry eye 

science series. Updates on the Asia Dry Eye Society Guidelines. 

2020 Jun 04; via YouTube Live Stream.  

16. Kinoshita S. Cell Therapy for Bullous Keratopathy. Netherland 

Institute for Innovative Ocular Surgery Cornea Evening (NIIOS). 

2020 Jun 06; Live Online.  

17. Kinoshita S. SOS: Stevens-Johnson syndrome. Limbal Stem Cell 

Advancements. 2020 Jun 07; Web. 

18. Mori K. The Changing Landscape of Surgical Glaucoma, Minimally 

Invasive Glaucoma Surgery (MIGS) in Angle Closure Glaucoma. WORLD 

OPHTHALMOLOGY CONGRESS 2020 virtual. 2020 Jun 26-29; Web.  

19. Kinoshita S. Cultured corneal endothelial cell injection therapy. 

WORLD OPHTHALMOLOGY CONGRESS 2020 virtual. 2020 Jun 26-29; Web.  

20. Kinoshita S. Meibomitis-related ocular surface diseases. WORLD 

OPHTHALMOLOGY CONGRESS 2020 virtual. 2020 Jun 26-29; Web.  

21. Kinoshita S. The Asia corneal society infectious keratitis study 

(ACSIKS). WORLD OPHTHALMOLOGY CONGRESS 2020 virtual. 2020 Jun 26-

29; Web.  

22. Kinoshita S. Stevens-Johnson syndrome: Devastating ocular 

complications and treatments. Unique challenges and unmet needs for 



the management of ocular surface diseases throughout the world. 

Tear Film & Ocular Surface Society. 2020 Sep 09; Web， 

23. Yokoi N. The dye-namics of dry eye diagnosis and management. Web 

Symposium. Dry eye diagnosis from the lens of Asia Dry Eye Society. 

2020 Sep 13; Web,  

24. Kinoshita S. Future of endothelial surgery. 11th EuCornea Virtual 

Congress. 2020 Sep 26; Web. 

25. Kinoshita S. hCEC-Injection with ROCKI, DSO vs ROCK Inhibitors and 

CEC. Global Education＆Research Society of ophthalmology. 

2020.Sep.26; Web. 

26. Kinoshita S. Future realities in corneal endothelial regenerative 

medicine. Wilmer Science Seminar Series 2020-2021. 2020 Oct 19; 

Web. 

27. Kinoshita S. Instruction Course: Cultured human corneal endothelial 

cell injection therapy, New therapies for corneal endothelial 

disease. American Academy of Ophthalmology (AAO). 2020 Oct 18; Web. 

28. Kinoshita S. Instruction Course: Mooren’s ulcer, The advanced 

medical and surgical management of ocular surface disease. American 

Academy of Ophthalmology (AAO). 2020 Oct 18; Web. 

29. Kinoshita S. An update on injectable endothelial cell technology 

(Web Presentation). Cornea and Eye Banking Forum 2020. 2020 Nov 07; 

Web, USA.  

30. Koizumi N. Endotheliitis: Etiology and Management. American Academy 

of Ophthalmology (AAO). 2020 Nov 13-15; Web.  

31. Kinoshita S. Oftaquix Evening Symposium: Five year outcome of the 

first series after cell injection for bullous keratopathy. 

Netherland Institute for Innovative Ocular Surgery (NIIOS). 2020 

Nov 21; Cornea Evening-Live Online.  

32. Kinoshita S. Future realities in corneal endothelial regenerative 

medicine. Professor Yen-Fei Yang Memorial Lecture 2020. Santen 

Lunch Symposium at the Ophthalmological Society of Taiwan (TOS) 

61st Annual Meeting. 2020 Nov 21-22; Web. 

33. Kinoshita S. The Long-Term Scope for Achieving Zero Incidence of 

Corneal Blindness in Stevens-Johnson Syndrome. Santen Lunch 

Symposium at the Ophthalmological Society of Taiwan (TOS) 61st 

Annual Meeting. 2020 Nov 21-22; Web. 



34. Kinoshita S. Seeds are important in Corneal Transplantation. Santen 

Lunch Symposium at the Ophthalmological Society of Taiwan (TOS) 

61st Annual Meeting. 2020 Nov 21-22; Web. 

35. Yokoi N. A new perspective on dry eye classification: Proposal by 

ADES. Santen Lunch Symposium at the Ophthalmological Society of 

Taiwan (TOS) 61st Annual Meeting. 2020 Nov 21-22; Web. 

36. Kinoshita S. The Promise of Higher Concentration Levofloxacin 

(Oftaquix 1.5%), Combating antibiotic resistance with high 

concentration Levofloxacin. All India Ophthalmological Society 

(AIOS) Ocular Infection, Web Symposium. 2020 Dec 27; Web. 

37. 渡辺彰英. シンポジウム: 先天性無眼球・小眼球. 第 43回日本眼科手術学

会学術総会，2020 01 24-26; 東京.  

38. 稲富 勉，脇舛耕一，松本佳保里，木下 茂. インストラクションコー

ス : 角膜内皮疾患と角膜内皮移植術. 第 43回日本眼科手術学会学術総会,  

2020 01 24-26; 東京. 

39. 渡辺彰英. インストラクションコース : 眼瞼腫瘍 眼形成手術を極める：

転ばぬ先の杖. 第 43回日本眼科手術学会学術総会, 2020 01 24-26; 東京. 

40. 山中行人. インストラクションコース : 上達への近道！眼形成手術の基本

手技プラスα2020. 第 43回日本眼科手術学会学術総会, 2020 01 24-26;

東京. 

41. 森 和彦，谷戸正樹，植木麻理，狩野 廉，浪口孝治，廣岡一行. インス

トラクションコース : 関西・中四国緑内障道場 緑内障手術、想定外への

対処〜恐ろしかったあの瞬間〜. 第 43 回日本眼科手術学会学術総会, 2020 

01 24-26;東京. 

42. 羽室淳爾. オープニングリマーク Epigenetic Regulation of Cell Fate 

Decision by Metabolites in cHCECS. 角膜カンファランス 2020（第 44回

日本角膜学会総会・第 36回日本角膜移植学会）, 2020 02 27-29, Web.  

43. 稲富 勉. シンポジウム：翼状片の治療ー私はこれを薦めるー「私が薦める

マイトマイシン C併用翼状片手術」. 角膜カンファランス 2020（第 44回日

本角膜学会総会・第 36回日本角膜移植学会）, 2020 02 27-29;Web. 

44. 上野盛夫. シンポジウム：これから 10年 臨床現場で有用な水疱性角膜症

の治療はこれだ！「培養ヒト角膜内皮細胞を用いた角膜内皮再生医療」. 角

膜カンファランス 2020（第 44 回日本角膜学会総会・第 36 回日本角膜移植

学会）, 2020 02 27-29;Web. 

45. 横井則彦. シンポジウム：点状表層角膜症の発症機序と治療「ブレイクアッ

プパターンから見たドライアイに伴う点状表層角膜症」. 角膜カンファラン



ス 2020（第 44 回日本角膜学会総会・第 36回日本角膜移植学会）, 2020 02 

27-29;Web. 

46. 木下 茂. シンポジウム：角膜移植の温故知新「我が国の全層角膜移植の歴

史と未来の角膜移植」. 第 124 回日本眼科学会総会, 2020 04 27-05 18;Web. 

47. 小泉範子. シンポジウム : 体性幹細胞を用いた角膜内皮再生医療の開発. 

第 124回日本眼科学会総会, 2020 04 27-05 18;Web. 

48. 稗田 牧. シンポジウム ：収差を再考する 「屈折矯正手術と収差」. 第 124

回日本眼科学会総会, 2020 04 27-05 18;Web. 

49. 稗田 牧. スキルトランスファー ： すぐにできる検影法－レチノスコピ－

基本習得コ－ス. 第 124回日本眼科学会総会, 2020 04 27-05 18;Web. 

50. 奥村直毅. スキルトランスファー : 角膜疾患基礎研究の進め方：臨床応用

を目指した角膜内皮細胞をターゲットとした基礎研究. 第 124 回日本眼科

学会総会, 2020 04 27-05 18;Web. 

51. 外園千恵. サブスペシャリティサンデー ： よく遭遇する小児眼疾患の管理 

「小児角結膜疾患の診断と治療 」. 第 124回日本眼科学会総会, 2020 04 

27-05 18;Web. 

52. 渡辺彰英. サブスペシャリティサンデー ： ここまでできる眼腫瘍診療のポ

イント「眼瞼腫瘍性疾患」. 第 124 回日本眼科学会総会, 2020 04 27-05 

18;Web. 

53. 外園千恵. 教育セミナー : 専門医志向者トレーニングコース 「角結膜疾

患における所見の取り方 」. 第 124 回日本眼科学会総会, 2020 04 27-05 

18;Web. 

54. 奥村直毅. 角膜内皮疾患に対する再生医療の開発の現状. 第 19回日本再生

医療学会総会, 2020 05 18-29;Web. 

55. 木下 茂. 水疱性角膜症の新規治療法としての培養角膜内皮細胞注入術. 

第 19回日本再生医療学会総会, 2020 05 18-29;Web. 

56. 鎌田さや花. 斜視の診察ポイント.ランチョンセミナー:＜小児診療 エキ

スパートの知恵袋＞. 第 76 回日本弱視斜視学会・第 45 回日本小児眼科学

会, 2020 07 03;Web.  

57. 外園千恵. シンポジウム：医療機器の医師主導治験の経験と最近の動向につ

いて「希少難病に対するコンタクトレンズ開発の経験」, 第 10回レギュラ

トリーサイエンス学会学術大会，2020 09 11-12;東京. 

58. 木下 茂. 加齢性病変とドライアイ、そして、その治療（Web）、大塚製薬ラ

ンチョンセミナー. 第 20回日本抗加齢医学会総会, 2020 09 25-27;東京，

Web. 

59. 渡辺彰英. シンポジウム: 涙液と眼形成手術の密なる関係 涙道治療の実



際～基礎から応用まで～. 第 29回日本形成外科学会基礎学術集会, 2020 10 

08;横浜. 

60. 横井則彦. シンポジウム： 新しい診療ガイドラインに基づいたドライアイ

診療「ドライアイの病態生理の考え方」. 第 74回日本臨床眼科学会, 2020 

10 15-18;Web. 

61. 稗田 牧. シンポジウム： 進化する屈折矯正手術「進化するカスタムレー

シック」. 第 74回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

62. 稗田 牧，木下 茂，荒井宏幸，中村友昭，小島隆司，糸井素啓. インスト

ラクションコース：屈折・視機能「難症例の屈折矯正手術～円錐角膜の屈折

矯正」. 第 74 回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

63. 加藤直子，小島隆司，坂根由梨，糸井素啓，戸田郁子，許斐健二. インスト

ラクションコース：角結膜「悪化させない円錐角膜診療」. 第 74回日本臨

床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

64. 鈴木 智，後藤英樹，山口昌彦，福田 憲，近間泰一郎，重安千花. インス

トラクションコース：角結膜「Ocular Surface の症例検討会（2nd session)」. 

第 74回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

65. 狩野 廉，植木麻理，大鳥安正，森 和彦，金森章泰. インストラクション

コース： 緑内障「光干渉断層計（OCT)を用いた緑内障診断の極意！」. 第

74回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

66. 小林 顕，天野史郎，稲富 勉，榛村重人，林 孝彦，西田幸二，門田 遊. 

インストラクションコース： 角結膜「角膜内皮移植(DSAEK/DMEK)：基本と

応用」. 第 74 回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

67. 立松良之，米田亜規子，今川幸宏，林 憲吾，田邉美香，上田幸典，渡辺彰

英. インストラクションコース： 腫瘍・眼窩・眼瞼・涙器・病理・薬理「眼

形成の基本 2020」. 第 74回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

68. 片上千加子，高村悦子，佐々木香る，加藤直子，外園千恵，篠崎和美，堀 純

子. インストラクションコース： 角結膜「やさしい角結膜感染症クリニッ

クー眼瞼・眼付属器に関連した角結膜炎ー」. 第 74 回日本臨床眼科学会, 

2020 10 15-18;Web. 

69. 堀尾直市，小嶋健太郎，鈴間 潔，瓶井資弘，宇治彰人，厚東隆志. インス

トラクションコース： 網膜・硝子体「広角観察硝子体手術」. 第 74回日本

臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

70. 鳥居秀成，栗原俊英，世古裕子，二宮さゆり，木下 望，稗田 牧. インス

トラクションコース： 近視治療トータルコーディネート ～メカニズム研究

から進行抑制, 外科的治療まで～. 第 74回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-

18;Web. 



71. 渡辺 仁，島崎 潤，横井則彦，山田昌和.インストラクションコース： TFOD・

TFOT に基づくドライアイ点眼治療～ジクアス、ムコスタを活用した点眼治

療～ ドライアイスペシャリストの老舗こだわり講座～情報満載！今一度

基礎からのドライアイ. 第 74回日本臨床眼科学会, 2020 10 15-18;Web. 

72. 渡辺彰英. インストラクションコース： 兎眼症・術後過矯正に対する手術

（挙筋延長術）.眼形成の基本 2020. 第 74 回日本臨床眼科学会, 2020 10 

15-18;Web. 

 

A. 国際学会：３）一般講演 

1. Mori K. Heads-up glaucoma surgery using a 3D-visualization system. 

International Congress on Glaucoma Surgery (ICGS) 2020. 2020 Feb 

01; London, UK. 

2. Ishida G. Corneal epithelial cell culture medium as a new agent for 

corneal wound healing. The 5th International Stevens-Johnson 

Syndrome Symposium. 2020 Feb 08; Kyoto. 

3. Fukuoka H. Ocular findings and treatments at the initial visit, and 

immunosuppressive state at the time of cytomegalovirus DNA 

detection. The 5th International Stevens-Johnson Syndrome 

Symposium. 2020 Feb 08; Kyoto. 

4. Matsumoto K. Indications and Complications of therapeutic soft 

contact lense for Stevens Johnson Syndrome. The 5th International 

Stevens-Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08; Kyoto. 

5. Komai S. Prospective clinical trial for COMET-fornix 

reconstruction. The 5th International Stevens-Johnson Syndrome 

Symposium. 2020 Feb 08; Kyoto. 

6. Yoshikawa Y. Risk factors for progression and signs of stability of 

ocular surface disease in chronic SJS/TEN cases. The 5th 

International Stevens-Johnson Syndrome Symposium. 2020 Feb 08; 

Kyoto. 

7. Aziza Y, Ban Y, Sotozono C, Kinoshita S. Increase of glycocalyx 

barrier in corneal epithelium via toll-like receptor 3. Gordon 

Research Seminar on Cornea and Ocular Surface Biology and Pathology 

(GRS). 2020 Feb 15; Barga, Italy.  

8. Aziza Y. Updates in ocular stevens johnson syndrome.Indonesian 

Ophthalmologist Association Virtual Scientific Meeting. 2020 Apr 

18; Web.  



9. Kitazawa K, Alexandru AC, Yeh SY, Campisi J. Involvement of 

cellular senescence in ocular surface cells can cause dry eye 

disease. AGE virtual meeting 2020. 2020 Jun 17; San Francisco, USA.  

10. Aziza Y. Understanding the role of mucins on dry eye management. 

Indonesian Ophthalmologist Association webinar series. 2020 Jul 12; 

Web. 

11. Shinkai Y, Oshima Y, Yoneda K, Kogo J, Imai H, Watanabe A, Matsui 

Y, Suzuki K, Sotozono C, The27G vitrectomy study group. Multicenter 

survey of sutureless 27-gauge vitrectomy for primary rhegmatogenous 

retinal detachment: A consecutive series of 503 cases. EURETINA 

2020 Congress. 2020 Oct 02; Amsterdam, Netherlands. 

12. Hieda O, Yamamura K, Nakamura Y, Kinoshita S, Sotozono C. 

Prospective Comparison of Latest WFG LASIK Outcomes With SCL Wear 

in the Contralateral Eye. American Academy of Opthalmology (AAO). 

2020 Nov 13; Web. 

13. Fukuoka H, Horikiri T, Kojima M, Matsumoto K, Inatomi T, Sotozono 

C. Outbreak and Prognostic Factors of Acanthamoeba Keratitis. 

American Academy of Opthalmology (AAO). 2020 Nov 13; Web. 

14. Kobayashi H, Hieda O, Kamiya K, Asano-Kato N, Shimazaki J. CXL for 

Pediatric KC. American Academy of Opthalmology (AAO). 2020 Nov 13; 

Web. 

15. Mori K, Sato F, Sato R, Yamamoto Y, Ikeda Y, Ueno M, Sotozono C. 

Trend analysis of glaucoma patients who underwent surgical 

procedures in Kyoto, Japan from 1998 to 2018. 14th European 

Glaucoma Society Congress (EGS)，Brussel, Belgium. 2020 Dec 12; 

Web. 

16. Maruyama Y, Ikeda Y, Mori K, Ueno M, Yoshii K, Sotozono C, 

Kinoshita S. Intraocular pressure lowering factors after switching 

to Carteolol/Latanoprost fixed combination eye drop therapy. 14th 

European Glaucoma Society Congress (EGS)，Brussel, Belgium. 2020 

Dec 12; Web. 

17. Tada K, Ikeda Y, Mori K, Ueno M, Sotozono C, Kinoshita S. Safety 

and Efficacy of Switching from Latanoprost Monotherapy to Mikeluna® 

Combination Ophthalmic Solution in Japanese Normal-Tension Glaucoma 

Patients. 14th European Glaucoma Society Congress (EGS)，Brussel, 

Belgium. 2020 Dec 12; Web. 



18. Ikeda Y, Mori K, Ueno M, Yoshii K, Nakano M, Sato R, Maruyama Y, 

Imai K, Yamamoto Y, Tashiro K, Sotozono C, Kinoshita S. Seasonal 

Variation of Intraocular Pressure in Japanese Primary Open-Angle 

Glaucoma Patients. 14th European Glaucoma Society Congress (EGS)，

Brussel, Belgium. 2020 Dec 12; Web. 



令和２年度 研究費 一覧 

 

視覚機能再生外科学 

 

１．多層的オミックス解析によるＳＪＳ／ＴＥＮの病態把握と予後向上に向けた戦略的研究 

   文部科学省基盤研究Ｂ   559万円  外園 千恵（代表）（内 教室分 430万円） 

 

２．涙液油層機能を維持する生理活性脂質の応用をめざした基礎研究と臨床基盤の確立  

   文部科学省基盤研究Ｃ   169万円  横井 則彦（代表）（内 教室分 130万円） 

 

３．遺伝解析の統計的検出力を高めるための緑内障臨床情報クラスタリング手法の開発  

   文部科学省基盤研究Ｃ   104万円  森 和彦（代表）（内 教室分 80万円） 

 

 ４．角膜移植 Graftの環境適応応答破綻に係る移植巣微小環境の解明 

文部科学省基盤研究Ｃ   169万円  上野 盛夫（代表）（内 教室分 130万円） 

 

５．次世代シーケンサーを用いた脂腺癌の遺伝子解析と発症メカニズムの解明 

文部科学省基盤研究Ｃ   143万円  渡辺 彰英（代表）（内 教室分 110万円） 

 

６．網膜剥離の新たな低侵襲手術・上脈絡膜腔バックリングの最適化へ向けた基礎的研究  

文部科学省基盤研究Ｃ   156万円  小嶋 健太郎（代表）（内 教室分 120万円） 

 

７．細胞外小胞粒子を介する RPE/Mp相互作用解析による斬新な創薬標的創出 

   文部科学省基盤研究Ｃ    221万円  羽室 淳爾（代表）（内 教室分 170万円） 

 

８．常在細菌叢と性ホルモンによるマイボーム腺脂質代謝制御機構及び眼表面疾患病態の解明 

   文部科学省基盤研究Ｃ   143万円  鈴木 智（代表）（内 教室分 110万円） 

 

９．高齢発症の因果律としての緑内障発症抵抗遺伝子の同定と動態解析  

   文部科学省基盤研究Ｃ   156万円  池田 陽子（代表）（内 教室分 120万円） 

 

10．線維化抑制と神経保護作用を標的とした加齢性黄斑変性症に対する治療法の開発 

文部科学省基盤研究Ｃ    52万円  畑中 宏樹（代表）（内 教室分 40万円） 

 

11．眼内液解析によるフォークト－小柳－原田病の病態解明 

   文部科学省基盤研究Ｃ   169万円  永田 健児（代表）（内 教室分 130万円） 

 

 



12．角膜内皮細胞運命を規定する代謝リプログラミングの階層性と組織機能不全病態の解明 

     文部科学省基盤研究Ｃ    169万円  丸山 悠子（代表）（内 教室分 130万円） 

 

13．角膜内皮細胞における一次繊毛の角膜内皮疾患との関連性および機能解明 

    文部科学省基盤研究Ｃ   104万円  谷岡 秀敏（代表）（内 教室分 80万円） 

 

14．エピジェネティック制御機構による血管新生・瘢痕形成ＡＭＤ病態の抑制 

    文部科学省基盤研究Ｃ   195万円  平本 菜央（代表）（内 教室分 150万円） 

 

15．網膜色素上皮細胞 en face 画像と硝子体液解析による黄斑微小環境の解明 

   文部科学省若手研究    182万円  田中 寛（代表）（内 教室分 140万円） 

 

16．緑内障濾過手術後の結膜下組織の恒常的な繊維化抑制；永続的かつ安全な眼圧下降  

   文部科学省若手研究    208万円  山本 雄士（代表）（内 教室分 160万円） 

 

17. Rhoキナーゼ阻害剤を用いた角膜内皮における primary ciliaの機能解析  

    文部科学省若手研究     104万円  堀内 稔子（代表）（内 教室分 80万円） 

 

18．エピジェネティック制御による眼窩壁骨折創傷治癒での線維化抑制効果の検討 

   文部科学省若手研究   1,143,325円   山中 行人（代表）（内 教室分 1,143,325円） 

                               ※明治国際医療大学より移管 

 

19．Stevens-Johnson症候群慢性期の診断基準・実態調査と治療法の確立 

日本医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業 

             1,213万円  外園 千恵（代表）（内 教室分 933.1万円） 

 

20．人工コラーゲン様ポリペプチドを用いた黄斑円孔治療用デバイス開発 

日本医療研究開発機構 橋渡し研究戦略的推進プログラム 

             5,772万円   小嶋健太郎（代表） （内 教室分 4,440万円） 

 

21．重症多形滲出性紅斑に関する調査研究 

    厚生労働省厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 

                   100万円     外園 千恵（分担） 

 

22．前眼部難病の標準的診断基準及びガイドライン作成のための調査研究  

   厚生労働省厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業 

50万円     外園 千恵（分担） 

 



23．視機能/加齢性疾患が高齢者の身体機能に与える影響および予防・治療法に関する研究 

国立長寿医療研究センター 長寿医療研究開発費 

                        60万円      外園 千恵（分担） 

 

24．タイとの共同研究（NRCT）角膜再生医療のタイへの展開 

    日本学術振興会 

233.75万円    外園 千恵（代表） 
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